
81％
（教）

93.4％
（児）

100％
（教）

92％
（児）

78％
（教）

82.4％
（児）

92.2％
（児）

82.4％
（保）

92.6％
（児）

92.2％
（保）

・道徳の授業で掲示の工夫や具体物の活
用等に長けている教員の模範授業を参観
するとよい。授業の在り方、中心発問の吟
味、構造的な板書、効果的な掲示を身に
付けていけばよい。

・今年の運動会は平日で驚いた。木曜日
開催で給食もあり、代休もないので保護者
は助かったという意見が多かった。保護者
にどういう開催方法がよいのかアンケート
を取るのはよい。

Ａ

児童のＡ評価が
前年度後期よりも
６％高くなってい
る。

掃除での関わりはあるがそれ以外で
関わる機会が少ない現状にある。委
員会やクラブ活動、学校行事、児童
会行事などを通して異学年での活動
も充実させていく。

【満足度指標】
児童が学校が楽しいと
感じている。

「学校は楽しいですか（楽しいと
言っている）」に対して，Ａもしく
はＢと答えた児童・保護者が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８５％以上いる
Ｃ：８０％以上いる
Ｄ：８０％未満いる

道徳掲示については、昨年度の間
に整理し直し、保存してある。学年会
で道徳教材の中心発問について話
し合う時間を設ける。

イ 特別活動の充実
特別
活動部

なかよしグループ活動に
は，楽しく参加している
が，協力し合ったり，助
け合ったりする関係が十
分にできているとは言え
ない。

【努力指標】
なかよしグループ活動
に自分から進んで活動
に参加し，楽しむこと
ができる。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

児童評価
A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

95％
（児）

【努力指標】
中心発問の吟味と道徳
掲示の蓄積をしてい
く。

Ａ：毎時間すべてできている
Ｂ：おおむねできている
Ｃ：あまりできていない
Ｄ：全くできていない

教員評価
A＋Bが100%未満
の場合，授業の
あり方について
検討・改善をす
る。

95％
（教）

Ｂ
教員のＡ評価が
低い。３

　
豊
な
心
の
育
成

ア 道徳教育の充実
学習
指導部

学校行事や体験活動等と
の関連を図ったり，道徳
の教科書をもとに，いし
かわ版道徳教材やＧＴを
活用したりして，個々の
児童が，思いやりの心を
持ったり，夢や目標を
持ったりするように，共
通実践を蓄積する必要が
ある。また，規範意識の
向上も必要である。

ウ

校内支援セン
ターの有効活用
児童にとって安
心・安全な居場
所づくり★

生徒
指導部

自己肯定感が低く，学校
が楽しくない（C,D）と感
じている児童が約11%い
る。

教員評価
A＋Bが90%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

96％
（教）

Ａ

教員のＡ評価は
88％と高いが、肯
定的評価が
100％ではない。

今後も学年間の横のつながりや管
理職、生徒指導主事への報連相を
意識して、必ずチームでの対応を心
掛ける。併せて、相談しやすい雰囲
気づくりにも努め、A評価100%をめざ
す。

・イイダの交差点で交通指導をしている
と、とても元気に挨拶してくれる。
・挨拶の声は小さいが、初めて会った見守
り隊の自分に「運動会が嫌だ」「学校行く
のは本当は嫌」など、話しかけてくれる。
人懐っこい。それでも頑張って学校に行っ
てえらいとほめている。
・さまざまな児童がいる中で一人一人に対
応するのは根気がいるし、大変でしょう
が、あきらめずに取り組んでくださるようお
願いします。
・自己肯定感が低いことは悪いことではな
いと思う。ストレスが高くなる傾向はある
が、みんなが気付かないことに気付いて
いたり、人にやさしくできたり、自信のない
子に共感できたりと、長所でもあるのでは
ないか。そこを認めていってもよいのでは
ないか。
・学習面ではハードルの高い子も特別活
動やイベントで力を発揮できる子がいるの
で、あらゆる場面で満足度を高めていくの
はよい方法だと思う。

Ｂ

児童・保護者共
に、肯定的評価
は前年度後期と
同程度。

特別活動部と連携し、縦割り班（異
学年交流）でのあいさつ運動を企画
する。また、朝の挨拶だけでなく、日
中のあいさつや下校時の挨拶も意
識できるよう、生活目標とタイアップ
しながら取り組んでいく。

達成度がB以下の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

Ａ

児童のＡ評価が
前年度後期よりも
10％高くなってい
る。保護者の肯
定的評価も高い。

特別活動部と連携し、学級活動の積
極的実施や、児童主体のイベントの
企画を行うことで参画意識を高め、
学校満足度のさらなる向上に努め
る。

イ
いじめ・不登校
の組織的対応の
徹底★

生徒
指導部

学校生活で気になること
や児童同士でのトラブル
などを管理職・学年間・
保護者へ丁寧に報告・連
絡している。
気になることは必ず管理
職・学年間・保護者へ報
告・連絡することを継続
する。

【努力指標】
児童の気になることに
対して管理職・学年間
での情報共有，また保
護者への電話，面談，
訪問など速やかな対応
を行っている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

児童に対して図書館利用を呼びか
け、本に親しむ時間を確保する。調
べ学習ではタブレットを活用する傾
向にあるが、本の良さを伝えながら
課題解決に適切な方を使うように促
す。

２
　
生
徒
指
導
の
充
実

ア
基本的生活習慣
の徹底

生徒
指導部

玄関での朝のあいさつは
少しずつ元気になってい
るが，安全ボランティア
や来校者へのあいさつを
進んでできる児童が少な
い。

【努力指標】
自分から進んでいいあ
いさつをしている。

Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８０％以上いる
Ｃ：７０％以上いる
Ｄ：７０％未満いる

達成度がB以下の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

ウ 読書活動の充実
学習
指導部

低学年は，図書館に楽し
んで通う姿が見られる
が，高学年になると進ん
で読書をする児童が少な
くなる傾向がある。

【成果指標】
週に１回図書館を利用
する児童が80%以上で
ある。

Ａ：８０％以上の児童があてはまる
Ｂ：７０％以上の児童があてはまる
Ｃ：６０％以上の児童があてはまる
Ｄ：５０％以上の児童があてはまる

児童・教員評価
Aが80％以下の場
合，取組の検
討・改善をす
る。

Ｂ

図書館を利用す
る児童の肯定的
評価は80%を超え
ている。教員の肯
定的評価が低
い。

・「学びが深まる工夫」の3つの視点で具体
的な工夫とはどんなことかを共通理解して
いけばよい。
・教師や他の児童の話をしっかり聞くこと
でこんなに素晴らしい授業ができたと伝え
ることで、まず聞くことの大切さを定着させ
る。
・否定的な評価をしている人の中には、工
夫や反省点、改善点を導き出している人
もいるかもしれない。自分に厳しく妥協し
ない人物かもしれない。どう見るかによっ
て違ってくる。

１
　
確
か
な
学
力
の
育
成

ア
授業力・指導力
の向上★

学習
指導部

子供主体の授業を目指し
て、重点を「主体的に自己
決定し、学びが深まる工夫」
とし、3つの視点（児童が①
見通しをもって学び方を選
択するための工夫②自分の
考えを深めたり、広めたりす
るための工夫③学び方や変
容を振り返るための工夫）か
ら授業づくりをしていく。

【成果指標】
（教）3つの視点の中
から1つ以上を取り入
れた授業を行ってい
る。
（児）授業が分かる。

イ
学習規律の定
着，基礎基本の
定着・習熟

学習
指導部

教師や他の児童の話を最
後まで聞こうとする姿勢
の弱い児童が見られる。

【努力指標】
話す人の方を見て最後
まで話を聞いている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

児童・教員評価
A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

Ａ

児童・教員共に肯
定的評価は高
い。児童は、前年
度後期よりもＡ評
価が16%下がっ
た。

児童に対して「聴く・話すステップアッ
プ表」を使って、具体的に何ができて
いるのかを明確にし、できているこ
と、できるようになったことを積極的
に価値づけていく。

一日の授業で，
Ａ：週４回以上できている
Ｂ：週３回以上できている
Ｃ：週２回以上できている
Ｄ：ほとんどできていない

児童・教員評価
A＋Bが90%未満の
場合，学年研や
ブロック研で取
組を検討する。 Ｂ

児童のＡ評価が
前年度後期よりも
10％高くなってい
る。教員の肯定
的評価が低い。

３つの視点の捉えが教職員間で異
なっている可能性がある。しっかり取
り組んでいても否定的な評価をして
いることがあるので、教職員間で共
通理解する場を設ける。

判定基準 肯定的結果 達成度 結果の考察 今後の方針 学校関係者評価

令和７年度　かほく市立外日角小学校　学校評価（中間報告）
重点目標 取組内容 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準



96％
（教）

91.2％
（児）

95％
（児）

92.6％
（保）

・道に横並びになって帰っていたり、追い
かけっこのように走ったりしている姿をた
まに見かける。
・自転車の乗り方違反罰則がきびしくなっ
ているので、体験を通しての安全意識の
向上は大切だと思う。
・イイダの交差点は危険。白尾から来る子
は、コインランドリー前の横断歩道を渡る
ように指導したらよい。イイダの前の横断
歩道までわざわざ行って渡るので危険。
秋浜や浜北の児童は、すみよし保育園跡
のところの押しボタン信号を渡らせればど
うか。でも、学校までの道が見通しが悪く
て危険かもしれない。

・運動会の若手教員のはつらつとした活
躍ぶりを見ることができて感心した。今後
も学習面、校務分掌等いろいろな面で頑
張りや成果を認め、励まし、更なる向上を
目指して教え合う風土の醸成を大切にし
ていけばよいと思う。

・授業の準備等を共有して時間を短くすれ
ばよい。自分のこだわりの教材や教え方
があるのは仕方ないが、できるところはど
んどん共有して効率よく仕事をするとよ
い。

・ICTをどんどん活用し、教員の働き方改
革が向上するとよい。

・学校種間の連携が幼保小連絡会と小中
連携を具体的な目標としているので、全児
童対象となりにくい。年間を通して連携す
る方向が大切である。
・校種間連携を更に充実させてほしい。引
継ぎが不十分なところがあるように聞く。
他校区から転入する児童や特別な支援や
配慮が必要な児童の確実な引継ぎができ
るようにしたらよい。個別の指導計画な
ど、形式や様式を統一する等、引継ぎが
スムーズにできるように望む。
・キャリアパスポートで子供自身が自己を
振り返ることができるよう、全学年で振り
返る項目を統一したらどうか。そうすれ
ば、自分で成長がわかると思う。

教員評価（1，6
年生）
Aが100%未満の場
合，取組の検
討・改善をす
る。

100%
（教）

Ａ
Ａ評価100％。全
学年で取り組め
た。

学年会で毎月話し合うことでＰＤＣＡ
サイクルを回し、資質・能力の質を高
めるような教育課程の改善を行うこ
とができている。夏季休業中には、カ
リ・マネ全体研を開き、共通実践に
ついて共通理解を図った。

Ａ評価は41％だ
がＣ，Ｄ評価が
33%（9人）いる。

Ａ評価は41％だがＣ，Ｄ評価が33%
（9人）いることから、様子や取組を更
新している学年と更新していない学
年の差がある。学年会シートでHPを
更新したかどうかどうかのチェック欄
を設ける。

達成度がA以下の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

67％
（教）

Ｃ

教員評価
A＋Bが90%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

79％
（教）

Ｃ
Ａ評価は高いもの
の、Ｄ評価が18%
（5人）いる。

　「週2回以上19時前退校」の目標を
明示し、達成状況を定期的に共有す
ると共に、面談を行い早帰りを阻害
する要因を特定し、業務整理や調整
を行う。また、会議時間の短縮、校
務分担の見直し、ICT活用などで業
務量を削減する。

肯定的評価は高
いが、Ｃ・Ｄ評価
が14％（3人）い
る。

若プロ等の研修会に参加しやすいよ
うに放課後の時間を確保していく。

相互授業参観の計画を早めに立
て、Ｃ４ｔｈや終礼で周知していく。

Ｂ

教員の肯定的評
価がやや低い。Ｃ
評価が11%（3人）
いる。

７
　
カ
リ
マ
ネ

ア カリマネの充実 教務部

教科横断の関連単元を学
期に１つ以上設定し、確
実に取り組むようにして
いる。

【努力指標】
学年会でカリマネの成
果と課題について話し
合い、教科横断を学期
に１回以上、取り組
む。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

ウ
各種便りやホー
ムページ等での
情報発信の充実

情報担
当

様子や取組を更新してい
る学年と更新していない
学年の差がある。

【成果指標】
定期的にホームページ
を更新する。

Ａ：毎週更新している
Ｂ：隔週で更新している
Ｃ：月1回で更新している
Ｄ：一月以上更新していない

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

教員評価（1，6
年生）
A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

78％
（教）

Ｂ

肯定的評価が目
標に到達できな
かった。Ｃ評価が
19%（5人）いる。

１年生は、幼保小連絡会等でこども
園と密に連携している。６年生も小
中連携で相互交流し、充実してい
る。２～５年生が幼保小中連携につ
いて、なかなか意識できていない。
キャリア・パスポート等を活用してい
く。

６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
、

学
校
種
間
の
連
携

強
化

ア
イ

架け橋期の目標
の具現化と小中
接続を意識した
指導の推進★

教務部

架け橋期では，幼保小連
絡会やスタートカリキュ
ラムを活用してスムーズ
に学校に慣れることがで
きている。
小中連携では、中学校の
規律等のルールに戸惑う
生徒も見られる。

【努力指標】
幼保小連絡会，スター
トカリキュラム，小中
連絡会での情報共有を
活かして指導にあた
る。

５
　
教
職
員
の
人
材
育
成
・
多
忙
化
改
善

ア
学校運営の参画
意識を高める

管理職

昨年度までは，一人に業
務が集中することもあっ
たが，今年度より，業務
を細分化し，できるだけ
一人一役となるよう担当
を割り振り自覚をもって
公務の遂行を心がけられ
るようにする。

【努力指標】
自分の担当に見通しを
もち，提案・運営を積
極的に行う。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

教員評価
A＋Bが90%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。 89％

（教）

ウ

教職員が担うべ
き業務に専念で
きる環境を確保
教材研究や学年
会の時間を確保

管理職

超過勤務はやむをえない
という意識から，ワーク
ライフバランスや適正な
勤務時間のさらなる意識
向上が必要である。

【努力指標】
週２回以上１９時００
分までに退校してい
る。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：おおむねあてはまる
Ｃ：どちらかといえばあてはまらな
い
Ｄ：あてはまらない

教員評価
A＋Bが80%未満の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

86％
（教）

「進んで体を動かしていますか」に
対して，AもしくはBと答えた児童が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：７０％以上いる
Ｃ：５０％以上いる
Ｄ：５０％未満いる

達成度がB以下の
場合，取組の検
討・改善をす
る。 Ａ

児童のＡ評価は、
前年度後期よりも
9%高い。教員の
肯定的評価も高
い。

今後も前向きに体を動かすことがで
きるように、委員会でのスポーツイベ
ントや、体育の授業に楽しく体を動
かせるウオーミングアップなどを取り
入れていく。また、スポチャレいしか
わにも積極的に取り組んでいく。

業務の難易度や繁忙期により、負担
感や不慣れさが生じており、担当業
務への見通しや提案・運営面で自信
や経験が不足していると思われる。
経験豊富な教員をメンターとして配
置し、相談しやすい体制を整える。ま
た、こまめに担当業務の成果と課題
を共有し、評価改善につなげていく。

イ
研修の充実
若手主体で取り
組む若プロ

教務部

担当としての研修会や郡
市教育課程研修会の参加
のみになっている教職員
が見られる。

【成果指標】
主体的に若プロ等の研
修会に参加する。
主体的に相互授業参観
に参加する。

Ａ：全て参観できた
Ｂ：学期に２回参観できた
Ｃ：学期に１回参観できた
Ｄ：参観できなかった

Ａ

肯定的結果 達成度 結果の考察 今後の方針 学校関係者評価

４
　
健
康
・
安
全
教
育
の
推
進

ア 体力の向上★
特別
活動部

休憩時間に体を動かして
いる児童は多いが，運動
能力調査の結果に反映さ
れるまでには至っていな
い。また，運動を好まな
い児童もいる。

【成果指標】
マラソンやなわとび
チャレンジカード等に
意欲的に取り組み，体
力・運動能力の向上が
見られる。

イ
危険予測能力，
事故回避能力の
育成

保健
安全
指導部

登校時の交差点の渡り方
や下校時の道路の歩き方
に課題が見られる。特に
低学年児童での怪我が多
い。

【成果指標】
交通ルールを守って安
全に怪我無く道路を歩
くことができる。ま
た，非常時において避
難の仕方が分かる。

「歩き方や自転車の乗り方，災害時
の行動に気を付けていますか（交通
事故や災害から身を守る習慣が身に
ついている）」に対して，Aもしく
はBと答えた児童・保護者が
Ａ：９０％以上いる
Ｂ：８０％以上いる
Ｃ：７０％以上いる
Ｄ：７０％未満いる

達成度がC以下の
場合，取組の検
討・改善をす
る。

Ａ

児童・保護者共に
肯定的評価が
90%を超えてい
る。

Ａ評価であるが、今年度も交差点の
横断等で危険な場面があったり、登
下校中のケガが多かったりした。今
後も、定期的な下校指導や、地震災
害に備えて余震も含めた避難訓練、
不審者の校内侵入への対応訓練を
行い、児童の安全への意識を高め
ていく。

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準


